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研究成果の概要： 

本研究は、これまで研究対象として見過ごされてきた、ケアシステムの最小単位であり最前

線である「ケアする人とケアされる人のケアリング関係」に着目し、ケアリング関係が大切に

されるケアシステムこそ、これからの高齢者ケアの制度設計や再編に欠かせないことを、理論

的、実証的に明らかにした。その中で、サービスの受給における当事者主権や介護者支援など、

現段階では真正面から取り上げられていない新しい論点と施策の必要性および必然性を発見し

た。高齢者ケアをめぐる問題は北欧などの福祉先進国においても共通するグローバルなイシュ

ーを内包するため、今後フィンランドの研究者との共同研究を展開することとなった。 
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キーワード：ジェンダー 
 
１． 研究開始当初の背景 
 ケアする人とケアされる人のケアリング

関係は、高齢者のケアシステムの基本単位で

あり、システムが維持されるあるいはシステ

ムを支える最前線である。しかしながらケア

リング関係はシステムの中ではミクロな領

域であり、なおかつ無償あるいは低賃金の女

性によるジェンダー化された領域であるこ

とからマクロな制度設計において見逃され

がちであった。しかし、介護保険の導入は、

ケアマネやホームヘルパーの介入により、ケ

アリング関係の社会的認知を高めるにいた

っている。その中でケアリング現場が抱える

多様で新しい課題も浮かびあがってきた。ま

た介護保険の理念と現実のギャップにサー

ビス提供者や利用者の不満もたかまってい

た。また、制度設計自体の問題やそれの実施

過程の問題点も浮かび上がってきた。 
ケアする人とケアされる人の双方が満足

できるケアリング関係を保証するシステム



はいかなるものか。そのためには、ケアリン

グ関係の当事者の声や、ケアリング現場の実

態を把握し、それをマクロなレベルに繋げる

新しい視角・概念・理論が求められていた。 
 

２． 研究の目的 
 

 本研究の目的は、上記の背景認識の下、ミ

クロなケアリング関係の把握とマクロな制

度設計・運営をつなぐための理論的・実践的

な課題に応えようとするものである。そのた

めに以下のテーマを設定した。 
（１）日本の高齢者ケア政策の展開を「ケア

リング・ジェンダー・市場メカニズム」の３

つの視角から複合的にとらえ返し、その日本

的特徴と問題点を明らかにすること。つま

り、日本の高齢者ケア政策はどのような論理

をベースにして構築され、それが今日の介護

保険制度につながっているのか。介護保険制

度はそれ以前の日本型介護のパラダイム転

換とされているが、本当にそうなのか、など

を問い、問題の遺制と新たに加味された側面

を明らかにすることである。 
（２）これらの政策展開がケアリング現場に

もたらす影響を具体的に析出することであ

る。とりわけ、介護保険制度とその改正に伴

うケアリング関係の再編成の実態を明らか

にすることである。その際に、介護保険制度

に係る諸アクターへのインタビューによる

事例的調査やアンケート調査を行う。 

（３）また、日本が直面している問題は、高

齢化が進んでいる国にとって共通なグロー

バルな課題である。国際的イシューは何か、

どのような解決方法が求められているのか、

我が国が学ぶべき教訓は何か。国際比較研究

も必要である。 
以上から、今日の介護保険制度とその改正に

伴う制度の枠内外におけるケアリング関係

の再編過程の実態の批判検討を中心として、

来るべき超高齢社会における、よりよいケア

リング関係の構築のための提言をおこなう

ことである。 

 

３．研究の方法 
 

（１）日本の高齢者ケア政策の展開を、ケア

リング・ジェンダー・市場の視点から分析を

行うため、政策資料や先行研究のレビューを

行う。 
（２）介護保険制度の改正がケアリング関係

に及ぼす影響を明らかにするために実証的

研究を行う。 
①介護保険サービスを担うさまざまなアク

ターへの調査：東京圏および北海道（札幌）

を中心に地域包括センターのスタッフや自

治体の担当者、サービス提供事業者にたいす

る聞き取り調査を行い、制度改正への対応、

特に利用者との関係について情報収集をお

こなった（２００６年）。 
②財政破綻、地域福祉サービスの削減という

地域社会の衰退における介護保険制度の役

割を明らかにするため、夕張市をフィールド

とする実態調査を行った（２００７年９月）。 
③国内だけではなく海外（フィンランド）と

の比較研究も行い、グローバルな課題と解決

策を探る。比較対象国を北欧のフィンランド

とし、２００８年１月にヘルシンキ、バンタ

ー地区の調査を行った。同時にフィンランド

の研究者との交流あるは共同研究の可能性

をさぐった。 

 

４．研究成果 

  

（１）日本の高齢者ケア政策をケアリングと

いう視点で検討することにより、日本におい

ていまだ政策的課題としてあいまいなまま

放置されている「ケアする人のケア」「ケア

する人の権利保障」のための政策の構築の必

然性を明らかにした。いわゆる「（家族）介

護者支援」の必要性の根拠を示した。 
（２）介護保険制度に関わる諸アクターの聞

き取り調査を行なうことにより、導入 7年目

の介護保険制度の評価を多角的に分析する

ことができた。制度やその改正―特に 2005

年改正の導入プロセスにおける各アクター

の抱える役割遂行とその矛盾を明らかにで

きた。 
①地域包括支援センタースタッフやケアマ

ネジャーの聞き取りでは、制度の改正や介護

認定変更を利用者に説明・納得する際の葛藤

も語られた。 
②利用者および家族では改正に伴う影響に

ついての多様な受容態度が見られた。実際の

サービ 
ス提供者のヘルパーへの評価も多様であっ

た。 
（３）地域の財政破綻にあえぐ夕張市におけ

るフィールド調査では、自治体の福祉サービ

スが削減される中で、全国一律の介護保険制

度は「認定―サービス提供」は地域の状況如

何に関わらず機能することから、利用者にと

っては在宅ケア、施設ケアを通して生活と心

身の維持のミニマムなセーフティネットの

役割を果たしていることが明らかとなった。 
（４）しかし、擬似市場のメカニズムは、介

護サービス提供事業所の経営や介護労働者

の処遇を圧迫し、利用者の自己負担が増加す

る中、必要なサービスが提供されずケアリン

グ現場にしわ寄せをもたらす側面も多くの

証言から明らかにされた。 



（５）高齢者の生活のＱＯＬを維持するため

には、介護保険サービス、地域ケア及び福祉、

家族を犠牲としないインフォーマルケアの

協働の更なる議論を積み重ねる必要がある。 
（６）以上の研究のまとめとして、この間 2

冊の報告書を発刊した。その内容はホームペ

ージからみることができる。 
（７）また、国際比較研究の対象国としてフ

ィンランドを選出し、研修をおこなった。こ

れらの調査によって、北欧福祉国家において

も、新自由主義およびＮＰＭの影響が浸透

し、サービスの削減と再編成が行われ、日本

と共通する傾向と問題が議論されているこ

とが判明した。これらの問題解明のためにフ

ィンランドの研究者グループと将来的な共

同研究の道を探る必要性があると考えてい

る。早速、その具体化として 2009 年度には、

タンペレ大学の Anttonen 教授を中心とする

研究チームと二カ国間セミナーを日本で開

催することが決定している（学振の採択決

定）。また、最終年度の２００９年３月には、

ヘルシンキ大学のケアワーク・ケアワーカー

研究の第 1 人者の Sirpa Wrede 先生をシン

ポジストに招聘し、本科研費の事業として国

際シンポジウムを開催した。その内容はホー

ムページに掲載している。 
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